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「まちづくり自治基本条例への期待」 
  大分市自治基本条例検討委員会委員長・大分大学名誉教授 宇野 稔 

  

Ⅰ なぜ、本条例の制定が必要であったのか 

●地方分権改革により、中央集権体制の日本から、地方分権の日本 

に移行しつつある、つまり、地方自治体(市町村）は、全国一律の 

ルールによるまちづくりという従来の枠組みから脱却し、自己決 

定・自己責任による独自のまちづくりを行うことが求められている 

●市民主体によるまちづくりを確立するために 

近年、少子高齢化、価値観やライフスタイルの多様化、コミュ二テ

ィの希薄化が進む中、厳しい財政状況により、行政は政策の選択と

集中を余儀なくされており、行政が行うまちづくりの取り組みだけ

では、多様化する市民のニーズに対する的確な対応が難しくなって

いる。そのため、「由らしむべし、知らしむべからず」という、お

まかせ民主主義からの完全な脱却をめざした、市民・行政(市長

等)・議会による協働が必要とされ、それぞれの役割や責務を明ら

かにしたルールづくりが求められていた 

Ⅱ 全国における、いわゆる自治基本条例の制定状況 

(大分市の本条例が施行された、平成２４年４月１日現在) 

◎全国１,７４２市町村の内、施行済みは２３３市町村 
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◎政令指定都市２０市の内、施行済みは６市(北九州市と熊本市を含む) 

◎大分市と同じ中核市(人口３０万人以上)41 市の内、施行済みは７市 

九州の中核市５市(久留米市・長崎市・宮崎市・鹿児島市・大分市)の内、施行済み

は、大分市のみ 

◎大分県の１８市町村の内、大分市を除く施行済みは、九重町(平 

成１７年２月１日施行)と由布市(平成２１年９月２５日施行) 

Ⅲ 大分市における条例制定の経緯 

 本レジメ７ページ、８ページをご参照ください   

Ⅳ 本条例の骨組み 

 ●大分市における条例等の法体系における最高規範となる 

    国の法体系        大分市の法体系 

    ※ 条例前文（１頁） 

    憲法              本条例     同３２条(９頁) 
                                                         参照 

 

      法律             その他の条例 

    

    命令 ・ 規則         規則・要綱など 

 

      条例 

 

●大分市議会基本条例(平成２０年１２月１７日公布・平成２１年４月１日施行)

との関係 

  ※ 本条例の、第３章 市民、議会及び市町等の役割等 の第２節(議会の基本的役割
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と責務)第７条＜４頁＞を、ご参照ください 

 上記７条では、大分市議会基本条例との重複を避けるため、同条 

例のエッセンスのみを規定し(同条１号～３号)、詳細は同条例の 

定めるところによるとした 

 ●本条例の見直し 

  施行後、５年内毎に見直しを行う(付則２号＜９頁＞参照） 

 ●本条例の体系 

Ⅴ 本条例の特徴(ポイント) 

 ●「市民」の定義 

  本条例第２条第１項＜２頁＞を、ご参照ください 

 ●「協働」の定義 

  市民・議会・市長等＜定義は、本条例第２条第２項(２頁)参照

＞には、それぞれ果たすべき役割があることから、互いの役割

を尊重しながら、手を取り合って、共通課題の解決に主体的に

取り組み、よりよいまちづくりをめざしてともに行動すること 

 ●子どもの権利～「市民の権利」で言う市民とは、は大人だけではない～ 

  子どもの、まちづくりへ参画する権利(本条例第５条第２項＜３

頁参照＞) 

子どもの、健やかに育つ環境を求める権利（同条５項参照）          
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 ●市民の責務 

  本条例第６条＜３頁＞を、ご参照ください 

 ●住民投票制度  

  ◎選挙権を有する住民（市内に住所を有する者)からの請求によ

る住民投票の実施については、地方自治法第７４条の規定に従

い、選挙権を有する住民の５０分の１以上の署名をもって、住

民が直接請求によって、住民投票に関する条例の提案をするこ

とができる 

  ◎議会の議員は、地方自治法１１２条により、住民投票に関す

る条例案を議会に提案することができるものと解される 

  ◎市長も、地方自治法１４９条により、住民投票に関する条例

案を議会に提出することができるものと解される 

  ◎本条例２６条＜8頁＞は、上記の法律を踏まえて、市長の判断

により、重要な政策判断を行う際に、住民の意思を確認する必

要があると判断した場合は、市長は、議会に対して住民投票に

関する条例案を提出できると、明記したものである。 

   なお、本条において明記する市長による住民投票制度は、個

別の事案ごとに条例を定めて行うという、いわゆる個別型の条
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例であり、また、投票結果がそのまま市の決定となるものでは

なく、最終的な政策判断は市長に任されるという、いわゆる非

拘束型の条例である 

●まちづくりの推進 

◎都市内分権(地域における自主的かつ自立的な活動に対して、適

切な援助を行うために、市の権限や財源を、そのような地域に移

すこと）の実現に向けた取り組みの推進（本条例第２８条＜８頁

＞参照） 

◎市長等と地域コミュニティとの協働 

 「地域コミュニティ」とは、「一定の地域において、その地域の

発展をめざし、あるいは、地域の課題を解決するという共通の意

識のもとに、協力し、助け合いながら自主的・自発的に活動する

人々の集団」である 

 自治会、子ども会、地域の発展や問題解決のために活動を行うＮ

ＰО法人やボランティア団体が、その典型である（同第２９条＜

８頁＞参照） 
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Ⅵ 本条例への期待～本条例の制定によって、具体的に、どのような

ことが、期待できるか～ 

●情報公開のさらなる推進 と 市政に対する市民の参加のさら

なる推進 ＝ 地方政治における民主主義の徹底 

●大分市内の各地域における、各地域の特性を生かした市民による

自主的かつ自立的なまちづくりの推進と、その推進のための市長

等による適切な支援の推進 

 上記のまちづくりの推進を担う原動力は、上述した自治会をはじ

めとした地域コミュニティであり、さらに民生委員・児童委員、

個人のボランティア活動家等の個人である 

 このような団体や個人に対する、市長等による適切な支援が、飛

躍的に推進されることが期待される 

 そのことにより、上記のような団体や個人の輪が益々広がってい

くことにより、市民主体による自治の実現に向けての動きが、 

  益々活発になるものと期待される 
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大分市における条例制定の経緯 

 

 

１．平成２０年６月２４日 第１回大分市自治基本条例検討委員会 

  自治体を構成する市民、議会、行政の三者による「大分市自治基本条例

検討委員会」を設置した。この検討委員会は、学識経験者（４名）、関係

団体からの推薦（１２名）、一般公募市民（５名）、市議会議員（１０名

→９名）、市の職員（４名）の構成（発足当時は市議会議員が１０名のた

め３５名だったが、平成２１年度から９名となったため、全体では３４

名）となっている。 

 

２．平成２１年１１月１１日 ５つの部会に分かれ検討を始める。 

   第９回検討委員会での協議結果を踏まえ、５つの部会（理念部会、市民

部会、執行機関・議会部会、市政運営部会、市民参加・まちづくり部会）

に分かれ検討を始める。 

 

３．平成２２年２月５日 第１回部会代表者会議 

   各部会での検討状況を報告し、部会間の意見調整を行った。 

 

４．平成２２年２月１２日 第１０回検討委員会 

   第１回部会代表者会議の報告及び意見調整を行うとともに、市長と意見

交換を行った。 

 

５．平成２２年１０月２５日 第１７回検討委員会 

   条例（素案）を確定し、市民意見交換会の対応を協議した。条例（素案）

の確定までに、１７回の検討委員会、延べ５０回の部会、２回の部会代

表者会議を開催した。 

 

６．平成２２年１１月１１日～１１月３０日 市民意見交換会の開催 

   条例（素案）についての市民意見交換会を１３会場（４０６人参加）で

開催した。 

 

７．平成２２年１１月１５日～１２月１４日 市民意見公募の実施 

   条例（素案）についての市民意見公募（パブリックコメント）を行い、

６人から１４件の意見をいただいた。 

 

８．平成２２年１２月２４日 第１８回検討委員会 

   市民意見交換会及び市民意見公募でいただいた意見等の報告を行い、今

後の進め方として、各部会で検討することになった。 
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９．平成２３年５月１３日 第３回部会代表者会議 

   市民意見交換会等での意見について、論点の整理を行った。 

 

１０．平成２３年１０月２７日 第２５回検討委員会 

   平成２２年の市民意見交換会から約１０ヶ月かけて条例（素案）を変更

し、再度取りまとめを行った。平成２２年の市民意見交換会以降、８回

の検討委員会、延べ９回の部会、１回の部会代表者会議を開催し、変更

案を取りまとめた。 

 

１１．平成２３年１１月５日～１１月１９日 市民意見交換会の開催 

   条例（素案）についての市民意見交換会を９会場（３６１人参加）で開

催した。 

 

１２．平成２３年１１月１日～１１月３０日 市民意見公募の実施 

   条例（素案）についての市民意見公募（パブリックコメント）を行い、

９人から５０件の意見をいただいた。 

 

１３．平成２３年１２月１６日 第２６回検討委員会 

   市民意見交換会及び市民意見公募でいただいた意見等の報告を行った。 

 

１４．第２４年２月８日 第３０回検討委員会 

   条例（案）及び逐条解説を取りまとめ、３年８ヶ月に亘る検討を終了し

た。これまでに、３０回の検討委員会、延べ６０回の部会、３回の部会

代表者会議を開催した。合計では延べ９３回である。 

 

１５．平成２４年２月１５日 市長へ報告 

   「大分市まちづくり自治基本条例（案）」として、宇野委員長及び伊東副

委員長が市長に報告した。 

 

１６．平成２４年３月５日 市議会へ上程 

   「大分市まちづくり自治基本条例」を平成２４年第１回大分市議会定例

会に上程した。 

 

１７．平成２４年３月２６日 市議会において全会一致で可決 

   「大分市まちづくり自治基本条例」が全会一致で可決、制定された。 

 

１８．平成２４年４月１日 条例の施行 

   「大分市まちづくり自治基本条例」が４月１日から施行された。 
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大分市まちづくり自治基本条例 

目次 

 前文 

 第１章 総則（第 1 条・第 2 条） 

 第２章 基本理念及び基本原則(第 3 条･第 4 条) 

 第３章 市民、議会及び市長等の役割等 

  第１節 市民（第 5 条・第 6 条） 

  第２節 議会（第 7 条） 

  第３節 市長等（第 8 条－第 10 条） 

 第４章 行政運営（第 11 条－第 21 条） 

 第５章 市民参画等（第 22 条－第 27 条） 

 第６章 まちづくりの推進（第 28 条－第 31 条） 

 第７章 この条例の位置付け（第 32 条） 

附則 

 わたしたち大分市民は、緑豊かな山々、豊饒
ほうじょう

の海である豊後水道と

別府湾、清らかで豊かな水に恵まれた大分川と大野川を持つ、この美

しく住みよいまち大分市をこよなく愛しています。 

 大分市は古くは豊後の国の国府が置かれ、十六世紀には国際交流都

市を築くなど、歴史と文化の香りあふれるまちであり、今も産業集積

都市として発展を続ける東九州の中心都市です。 

 わたしたちは、こうした自然や歴史を育み、文化や産業を築いた先

人の偉業を誇りとし、一人ひとりの生きた証が、このまちの輝かしい

未来につながると信じています。 

 わたしたち大分市民は、互いに人権を尊重し、ともに考え、行動し、

豊かな自然環境と平和で幸福な暮らしを、子どもや孫の世代に確実に

引き継ぎ、発展させていくことを誓い、その道しるべとして、本市の

在り方を定める最高規範である大分市まちづくり自治基本条例を制定

します。 
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第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、本市における自治の基本理念及び基本原則を明

らかにするとともに、市民、議会及び市長等の役割、行政運営の方

法、市民の参画その他のまちづくりの基本となる事項を定めること

により、市民主体による自治の実現を図ることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この条例において「市民」とは、次のいずれかに該当するも

のをいう。 

 （１）市内に住所を有する者 

 （２）市内に通勤し、又は通学する者 

 （３）市内で事業を営み、又は活動する個人及び法人その他の団体

（以下「事業者、地域活動団体等」という。） 

２ この条例において「市長等」とは、市長、教育委員会、選挙管理

委員会その他の市の執行機関及び水道事業管理者をいう。 

３ この条例において「協働」とは、市民、議会及び市長等が各々の

役割分担のもと、手を取り合って共通の課題解決に取り組むことを

いう。 

４ この条例において「総合計画」とは、本市における総合的かつ計

画的な行政の運営を図るための基本構想及びそれを実現するため、

本市の行政全般にわたり総合的かつ体系的に定める基本計画を総称

したものをいう。 

 

第２章 基本理念及び基本原則 

（基本理念） 

第３条 本市は、市民の幸せな暮らしの実現を目指すために市民主体

によるまちづくりを行うことを自治の基本理念とする。 

 

（基本原則） 

第４条 本市は、次に掲げる事項を自治の基本原則としてまちづくり

を行うものとする。 

 （１）市民総参加の原則 全ての市民が、性別、年齢等を問わず、

まちづくりに参加できる機会を有すること。 
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 （２）情報共有の原則 まちづくりに関する情報を市民、議会及び

市長等が共有すること。 

 （３）協働の原則 市民、議会及び市長等が、協働によりまちづく

りに取り組むこと。 

 

第３章 市民、議会及び市長等の役割等 

第１節 市民 

（市民の権利） 

第５条 市民は、安心で安全かつ快適な生活を求めていく権利を有す

る。 

２ 市民は、公正な行政サービスを受けることができる。 

３ 市民は、まちづくりに参画することができる。子どもも年齢に応

じたまちづくりへの参画を行うことができる。 

４ 市民は、市政に関する情報について、公開又は提供を求めること

ができる。 

５ 子どもは、将来の地域社会を担う市民として健やかに育つ環境を

求めることができる。 

 

（市民の責務） 

第６条 市民は、自らが自治の主体であることを認識するとともに、

まちづくりに関し次に掲げる責務を負う。 

 （１）まちづくりへ積極的に参画し、又は自らまちづくりに取り組

むよう努めること。 

 （２）互いに権利を尊重し、理解し、及び協力するよう努めること。 

（３）自らの発言と行動に責任を持つこと。 

（４）地域コミュニティへの参加を通じて、助け合いの精神を育み、

地域の課題解決に向けた行動に努めること。 

 （５）行政サービスに伴う市税等、応分の負担を負うこと。 

２ 市民は、将来の地域社会を担う子どもが、健やかに育つための環

境作りに努めなければならない。 

３ 事業者、地域活動団体等は、地域社会を構成する一員としての社

会的責任を認識し、地域社会との調和を図り、暮らしやすい地域社

会の実現に寄与するよう努めるものとする。 
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第２節 議会 

（議会の基本的役割と責務） 

第７条 議会は、住民の直接選挙で選ばれた議員で構成される本市の

議事機関であり、住民の代表機関、本市の意思決定機関としての役

割を担う。 

２ 議会は、市民福祉の向上を図ることを基本として、市政の運営に

関し二元代表制の一翼を担う重大な責務を有する。 

３ 議会は、市民に開かれた議会とし、その責務を明らかにし、市民

の信託にこたえるものとする。 

４ 議会における活動原則、市民及び市長との関係等の基本的事項に

ついては、別に条例で定めるところによる。 

 

第３節 市長等 

（市長等の基本的役割と責務） 

第８条 市長等は、効率的で、公正かつ透明性の高い行政運営を行わ

なければならない。 

２ 市長等は、総合計画に即した総合的かつ計画的な行政運営を行わ

なければならない。 

３ 市長等は、公平かつ効率的で質の高い行政サービスの提供を図る

ことにより、市民福祉の向上に努めなければならない。 

４ 市長等は、その権限に属する事務を公正かつ誠実に執行するとと

もに、相互に連携して行政機能を発揮するよう努めなければならな

い。 

５ 市長等は、適切に職員を指揮監督するとともに、職員の能力向上

を図り、その能力が発揮されるよう努めなければならない。 

６ 市長等は、市民と協働し、自治及び地域コミュニティ活動の発展

を支える人材の育成に努めるものとする。 

 

（市長の基本的役割と責務） 

第９条 市長は、市民の信託を受けた本市の代表として、事務の管理

及び執行、補助機関である職員の指揮監督、市政全体の総合調整そ

の他の権限を適正に行使しなければならない。 

２ 市長は、市民自治の推進及び市民福祉の向上を図るため、必要な

施策を講じなければならない。 

３ 市長は、最少の経費で最大の効果を挙げるため、効率的な行政運
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営を行うよう努めなければならない。 

４ 市長は、政策の立案、実施及び評価の過程について、市民への説

明責任を果たすための必要な措置を講じなければならない。 

５ 市長は、行政サービスの向上を図るため、市民の意向、地域の実

情等を把握するとともに、これらを的確に市政に反映させるよう努

めなければならない。 

 

（職員の責務） 

第 10 条 職員は、全体の奉仕者として、公正、公平かつ誠実に職務に

従事し、全力を挙げてその職務に専念しなければならない。 

２ 職員は、職務に必要な専門的知識の習得及び能力の向上に努めな

ければならない。 

３ 職員は、常に法令を遵守するとともに、職務に関し違法又は不当

な事実があると認めるときは、適切に対応しなければならない。 

 

第４章 行政運営 

（総合計画） 

第 11 条 市は、総合的かつ計画的な行政運営を図るための最上位の計

画として、総合計画を策定するものとする。 

２ 総合計画は、市民の参画の機会を経て策定されなければならない。 

３ 市は、総合計画の進行を管理し、その状況を公表しなければなら

ない。 

 

（財政運営） 

第 12 条 市長等は、中期的な財政見通しのもとに予算を編成するなど、

計画的で健全な財政運営に努めなければならない。 

 

（政策法務） 

第 13 条 市長等は、市政の課題に対応した政策を実行するため、条例、

規則等の整備を適正に行うとともに、市の事務に関する法令の解釈

に当たっては、地方自治の本旨に基づき、自主的かつ適正な解釈を

行うよう努めなければならない。 
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（条例の制定等の手続） 

第 14 条 市長は、市政に関する重要な条例を立案しようとするときは、

市民の参画を図り、又は市民の意見を反映させるよう努めなければ

ならない。 

 

（行政評価） 

第 15 条 市長等は、効率的かつ効果的な行政運営を図るため、行政評

価に関する制度を整備し、実施するものとする。この場合において、

市長等は、市民の視点に立った外部評価を可能な限り公開で行うも

のとする。 

２ 市長等は、前項の規定による行政評価の結果を市民に公表すると

ともに、必要に応じて、行政運営の見直しを行わなければならない。 

 

（行政手続） 

第 16 条 市長等は、行政運営における公正の確保と透明性の向上を図

るため、別に条例で定めるところにより、処分、行政指導等に関す

る手続を明らかにするものとする。 

 

（情報公開） 

第 17 条 市長等は、市政に関して市民に説明する責任を果たすととも

に、市政に対する市民の理解と信頼を深めるため、別に条例で定め

るところにより、市が保有する情報を公開するものとする。 

 

（個人情報の保護） 

第 18 条 市長等は、個人の権利利益の保護及び市政の適正な運営に資

するため、別に条例で定めるところにより、市が保有する個人情報

を適正に取り扱うものとする。 

 

（権利保護及び苦情対応） 

第 19 条 市長等は、行政運営における市民の権利利益を擁護するため、

必要な措置を講ずるものとする。 

２ 市長等は、行政運営に関する意見、要望、苦情等があった場合は、

速やかに事実関係等を調査し、必要があると認めるときは、その改

善のための適切な措置を講じなければならない。 
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（危機管理体制の整備等） 

第 20 条 市長等は、常に災害等の緊急の事態に備え、市民の身体、生

命、財産の安全性が確保できるよう、危機管理体制を整備するとと

もに、その対応に当たっては、市民、関係団体等との連携及び協力

を図るものとする。 

 

（行政組織の編成） 

第 21 条 市長等は、市民に分かりやすく、機動的かつ効率的な行政運

営が可能となるよう組織の編成を行うとともに、組織の横断的な調

整を図るものとする。 

 

第５章 市民参画等 

（市民参画） 

第 22 条 本市は、市民がまちづくりに参画する機会を確保する。 

２ 市長等は、市民がまちづくりに参画するための仕組みを整備する

とともに、その周知を図るものとする。 

 

（協働の推進） 

第 23 条 市民、議会及び市長等は、目的と情報を共有し、相互の理解

と信頼のもとに、協働によるまちづくりに取り組むよう努めなけれ

ばならない。 

２ 市長等は、協働の推進に当たっては、市民の自主性及び自立性を

損なわないよう配慮しなければならない。 

 

（市民提案） 

第 24 条 市長等は、市民の意見、提言等を市政に反映させるための制

度の拡充に努めなければならない。 

２ 市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階における情報を、

市民に積極的に提供するものとする。 

 

（市民意見の聴取） 

第 25 条 市長等は、重要な政策等の立案に当たっては、市民から意見

を公募する手続（以下「パブリックコメント手続」という。）を実施

し、広く市民の意見を求めなければならない。 

２ 市長等は、パブリックコメント手続を実施したときは、市民から
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提出された意見を考慮して意思決定を行うとともに、その意見に対

する考え方を公表しなければならない。 

３ 市長等は、前２項の規定によるほか、あらゆる機会を通じて市政

に関する市民意見の聴取に努めなければならない。 

 

（住民投票） 

第 26 条 市長は、市政に関する重要な事項について、直接、住民の意

思を確認するため、住民投票を実施することができるものとする。 

２ 市長は、前項の規定による住民投票を実施した場合は、その結果

を尊重しなければならない。 

３ 住民投票の実施に関し必要な事項は、事案ごとに別に条例で定め

るものとする。 

 

（審議会、懇話会等） 

第 27 条 市長等は、法令に基づき設置する審議会等のほか、必要に応

じて市に対する提言、報告等を行う懇話会等を設置するものとする。 

２ 市長等は、法令等に別段の定めがある場合を除き、審議会、懇話

会等の委員については、見識を有する者を選任するほか、公募等に

より市民の幅広い層から必要な人材を選任するよう努めなければな

らない。 

３ 市長等は、審議会、懇話会等の会議の公開に努めるものとする。 

 

第６章 まちづくりの推進 

（都市内分権） 

第 28 条 市長等は、市民によるまちづくりの推進を図るため、地域に

おける自主的かつ自立的な活動に対する適切な支援を行うなど、都

市内分権の実現に向けた取組を推進するものとする。 

 

（地域コミュニティ） 

第 29 条 市長等は、地域コミュニティとの協働により、地域の特性を

いかしたまちづくりを推進するものとする。 

２ 市長等は、地域における課題について、地域コミュニティの意向

を把握するとともに、地域コミュニティにおける合意形成を支援し、

その合意された意見を市政に反映させるよう努めるものとする。 

３ 市長等は、複数の地域に関する課題について、関係する地域コミ
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ュニティの調整が図られるよう必要な支援をするものとする。 

 

（連携及び協力） 

第 30 条 市長等は、まちづくりの課題について、国、県、他の地方公

共団体等との連携を図り、その解決に努めるものとする。 

２ 市長等は、海外の行政機関等との連携及び協力を深めるとともに、

得られた情報や知識を本市のまちづくりにいかすものとする。 

 

（多様な文化の尊重等） 

第 31 条 市民、議会及び市長等は、多様な文化及び価値観を理解し、

尊重することにより、あらゆる人が地域社会の一員として受け入れ

られるよう努めるものとする。 

 

第７章 この条例の位置付け 

第 32 条 市民、議会及び市長等は、本市の自治の最高規範として、こ

の条例の趣旨を最大限に尊重しなければならない。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

（この条例の見直し） 

２ 市長は、５年を超えない期間ごとに、市民の意見を聴いた上で、

この条例の規定について検討を加え、その結果に基づいて見直し等

の必要な措置を講ずるものとする。 



１．あなたの性別は？

２．あなたの年齢は？

３．本日のシンポジウムをどのような方法で知りましたか？

　

※（以下の各項目について、☐に☑チェック又はご記入願います。）

５．本日のシンポジウムに参加して、この条例により大分市が目指しているまちづくりについて
理解できましたか？

４．この条例について市民の皆さまにお知らせするには、どのような方法が良いと思いますか？

　　　　　　　　裏面に続きます

７．これからのまちづくりにおいては、市民の皆さまの積極的な参加が必要です。あなたがこ
れから参加してみたいまちづくりの活動があれば、お聞かせください。

本日のシンポジウムをご覧になって、
あなたのご感想をお聞かせください。

□男性　　　□女性

□よく理解できた　　　   　□少し理解できた　　    　□あまり理解できなかった
□全く理解できなかった

□市報への掲載　　　   　□市ホームページへの掲載　　    　□パンフレット等の作成
□その他

□20歳未満　　□20歳代　　□30歳代　　□40歳代　　□50歳代　　□60歳代　□70歳以上

□市報　　              □チラシ・ポスター　　    □市のホームページ      □新聞・テレビ・ラジオ
□知人の紹介         □その他

６．「５」で「あまり理解できなかった」または、「全く理解できなかった」を選択した方にお聞きし
ます。どのような点について、そう思いますか？



＜お願い＞

８．本日のシンポジウムやこの条例に関するご意見があれば、記入してください。

　この条例について、もっと内容を知りたい、詳しく聞きたいというご希望がありましたら、市が行ってい
る「まちづくり出張教室」を利用して説明をさせていただきますので、企画課又は広聴広報課までお問
い合わせください。その他直接ご質問をされる場合は、企画課へご連絡ください。
よろしくお願いします。

（一）
豊の海に
神宮寺浦
宗麟この地に
ふれあいの
育ちゆく大分

（二）
豊の山に
荷揚の城に
新産県都の
青春の
ひらけゆく大分

（三）
豊の国に
人の心に
はるけき屋並に
５０万
進みゆく大分

　大分市歌　（作詞：竹森カヨ　作曲：中山悌一）

陽はのぼり
波静か
文化を開き
心豊かに
大分　　　　　われらの大分

緑映え
風かおる
力はあふれ
夢は明るく
大分　　　　　われらの大分

水光り
のぞみわく
鳩は舞い舞う
共にむつみて
大分　　　　　われらの大分


